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「艦隊編制」は知っている。
でも「軍隊区分」ってなんだろう？

【はじめに】



3

　「連合艦隊」といえば日本海軍の代名詞のように使われ
ます。
　ところが、じつはこの「連合艦隊」は対外戦争などの有
事に際して、艦隊編制で組織されていたいくつかの艦隊を
艦隊決戦用に「連合」した組織を指すための呼称でした。

　さて、艦隊編制という言葉は、例えば戦艦部隊である「第
1艦隊」の下に「第1戦隊」「第2戦隊」、巡洋艦部隊である「第
2艦隊」の下に「第4戦隊」「第5戦隊」、そして空母を集中運
用するために作られた「第1航空艦隊」の下に「第1航空戦
隊」「第2航空戦隊」など、ピラミッドのような作りをして
いたことは皆さんもよくご存じだと思います。
　ところが、真珠湾攻撃やミッドウェー海戦などに参加し
た艦艇の所属を細かく見ていくと、この艦隊編制の所属と
は違う艦隊や戦隊などと一緒に行動していたり、駆逐隊や
戦隊ごとにではなく、単艦、あるいは何隻かが作戦に参加
している例をたびたび目にし、また耳慣れない部隊名で参
加部隊が呼称されていたりすることがあります。

　これは日本海軍の艦艇が艦隊編制をもとに、新たに「軍
隊区分」あるいは「兵力部署」と呼ばれるもので作戦部隊
を作り、行動していたからです。

　本書は、太平洋戦争中の9つの戦時編制の改定を節目
に（実際にはもっと細かく何回も改定が実施されていまし
た）、改定理由や戦況を解説し、その間に行なわれた艦隊
決戦、作戦行動においてどのような「軍隊区分」により作
戦部隊が作られていたかについてを紹介するものです。

　最初から最後まで読んでいただければ、その流れをわか
りやすく感じていただけることと思いますが、興味のある
ところだけを見ていただくだけでもその前後の様子を汲み
取っていただけるはずです。

　それでは、日本海軍の艦隊編制と軍隊区分をひもといて
いきましょう。

【ネイビーヤード編集部】
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〜昭和18年9月までの艦隊編制表の場合

●凡例

指揮官名の後ろの（　）内の数字は海軍兵学校
の卒業期を表す（これは全ての期間に共通）

特設航空隊は特設艦艇などと同じく右
側に掲載（左の航空隊と隷属関係なし）

昭和19年4月〜の艦隊編制表の場合

特設飛行隊制の導入により、航空隊の下に戦闘
飛行隊や攻撃飛行隊の名が掲載されるようにな
る（左の航空隊と隷属関係がある）

特設飛行隊制をとっていない航空隊の例。特設
飛行隊の出現により、下ひと桁が偶数の特設航
空隊もこちら側に表記する

常設航空隊の名前には本来海軍（たと
えば台南海軍航空隊）が付くが略

戦隊などに属さず、艦隊司令部が直率
するケース（「附属」とも異なる）

◆本書の文中で「編制」という言葉は「艦隊編制」などの組織表を表すための名詞として、「編成」という言葉は実際に部隊などを作る意味の動詞として使用しています。
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連合艦隊ってなんですか？
日本海軍の艦隊編制、変遷まるわかり

■はじめての艦隊はたった2隻？
　戊辰戦争を経て元号が明治と変わり、
日本が近代国家としての体面を早く整え
ようとしていた明治3（1870）年7月28
日、折しもヨーロッパで普仏戦争が勃発
したのを受けて、新政府は「太政官布告」
をもって局外中立を内外に表明し、「小
艦隊」3隊を編成して横浜、兵庫、長崎、
箱館（函館）に置いた。【表1】としたこ
れが、近代海軍としての日本海軍が艦隊
を編成した最初であったが、まだ有事に
おける臨時措置の域を出ておらず、任務
を終えた艦隊がその翌年5月の「兵部省
職員令」により【表2】のようなふたつの
小艦隊に編成されたのが、法規的に制定
された初めての艦隊であったといえる。
同年7月28日には「大中小艦隊、艦隊の
大中小は地勢の便宜に従う」と、規模に
より「大艦隊」「中艦隊」「小艦隊」の3種
類の艦隊を編成するように規定された
が、同年10月17日規定の「海軍規則並
諸官俸給」ではそれが【表3】のように明

文化された。「諸軍艦の等級」として7等
までが定められたのもこの時だが、その
規定はまだ乗員の数や機関馬力を基準と
したものであった。
　明治6年2月に兵部省を廃止、築地に
海軍省が創設されると、同年5月18日に
は従来の2個小艦隊体制から1個中艦隊
体制に改編、指揮官も海軍大佐となった。
この様子を表わしたのが【表4】である。
　さらに明治8年10月18日、海軍省は海
軍の戦力を全国の要港に配備し、要港に
は提督府を設置する方針を定める。そし
て提督府が整備されるまでの間、全国の
海域を東西に二分し、【表5】のような艦
隊編制をとることとした。
　明治11年になり、イギリスに発注し
た「扶桑」「金剛」「比叡」の新鋭艦が日本
へ回航され、前後して国産軍艦の「清
輝」「天城」「磐城」も竣工したのを受け、
明治15年10月12日、それまでの東西2個
の艦隊編制を廃止して東海鎮守府の下に
11隻からなる中艦隊が編成された。こ

“連合艦隊”といえば日本海軍の代名詞とも言える存在だが、
それはいつごろ、どのようなかたちででき上がったのだろうか？
太平洋戦争での様子を見る前にその歴史を少し整理しておこう

【表1】明治3年の小艦隊

配備場所 艦名

横浜港 東、乾行

兵庫港 春日、富士山、攝津

長崎港 龍驤、電流、延年

箱館港 日進

【表2】明治4年の小艦隊

艦隊編制 艦名

小艦隊 日進、東、乾行、第2丁卯

小艦隊 龍驤、富士山、第1丁卯

運送船：東京丸、大阪丸

【表4】明治6年5月18日の艦隊編制

艦隊編制 艦名
中艦隊 日進、孟春、龍驤、第1丁卯、第2丁卯、

雲揚、春日、筑波、鳳翔

【表3】明治7年10月17日規定の
「海軍規則並諸官俸給」に見る艦隊編制の基準

大艦隊 軍艦12隻（指揮官：海軍大将または中将）

中艦隊 軍艦8隻（指揮官：海軍少将）

小艦隊 軍艦4隻（指揮官：海軍大佐、または中佐）

運送船：東京丸、大阪丸
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れが【表6】であり、艦隊の指揮官を「司
令官」と呼称することを定めたのもこの
頃のことだ。
　明治17年10月1日に制定されたのが日
本海軍最初の艦隊編制に関する単独法令
である「艦隊編制令」で、艦隊は3隻以
上の軍艦をもって編成されることが正式
に規定され、「2艦隊以上を集合して聯
合艦隊を編制することあり」とはじめて

「聯合（連合）艦隊」の表現が登場した。
　ただ、この頃は【表7】のような1個中
艦隊を編制するのがやっとであり、その
実現を見るのはそれから10年後、明治
27年に日清戦争が勃発してからである。

■常設の艦隊がようやくできる
　明治18（1885）年12月28日に「常備
小艦隊」が【表8】のように編成され、翌
19年に「海軍条例」「鎮守府官令」が制定
されると、日本の沿岸を5つの海軍区に
分け、それぞれに鎮守府と軍港を置くこ
とが決まる。これが、我々がよく知る鎮
守府と軍港のはじまりである。
　さらに明治22年7月24日に「艦隊条例」
が制定され、艦隊は軍艦3隻以上で編成
されること、艦隊の指揮官は「司令長官」
と呼称すること、艦隊の艦艇数が多い場
合は司令長官の下に「司令官」を置くこ

となどが明文化された。ただし、まだ艦
隊の下に戦隊という組織を編成する概念
はない。そして同時に常備小艦隊という
呼称が「常備艦隊」と変更されている。
この時の編制が【表9】である。幕末に
各藩が外国から購入した旧式艦の名はす
べて消え、明治になって建造された新鋭
艦ばかりとなった。この明治22年は「大
日本帝国憲法」が制定され、海軍だけで
なく近代国家としての国家体制を確立し
た年でもあった。
　明治23年8月13日、「海軍艦船籍条例」
が制定され、それまで7等級に分類され
ていた海軍艦艇が【表10】のように5種
類に変更された。第1種から第3種まで
が戦闘艦艇で、第3種は旧式艦を警備艦
や練習艦とするもの。法規上正式な艦種
の呼称はまだ制定されていないが、この
頃には戦艦にあたる「甲鉄艦」のほか「海
防艦」「巡洋艦」などの呼び名が海軍部内
で使用されるようになっていた。
　明治26年末、フランスに発注して建
造された「厳島」「松島」を迎えた際（「橋
立」は横須賀造船所で建造中）の常備艦
隊の編制は【表11】の通りである。

■日清戦争、臨時に連合艦隊編成
　明治27（1894）年になると日本と清
国の国交は極めて悪化、7月13日に沿岸
警備用として「金剛」「赤城」などからな
る「警備艦隊」が編成され、1週間後の
19日にはこれが「西海艦隊」と改称され
た。そして「常備艦隊」とこの「西海艦隊」
を合わせて「連合艦隊」が初めて編成さ
れ、その指揮官を常備艦隊司令長官が兼
務することが明示された。
　やがて明治27年7月31日に開戦された
日清戦争における日本海軍の艦隊編制は

【表12】に見るとおりである。日清戦争
は建軍以来の対外戦争であったが、初の

バックレイ級護衛駆逐艦
【表5】明治6年5月18日の艦隊編制

艦隊編制 艦名
東部 龍驤、東、鳳翔、雲揚、富士山、攝津

運送船：高雄丸、大阪丸
西部 日進、春日、浅間、第2丁卯、孟春、

千代田形、肇敏
運送船：快風丸

【表6】明治15年10月12日東海鎮守府編制

艦隊編制 艦名

中艦隊 扶桑、金剛、比叡、清輝、天城、磐城

龍驤、日進、孟春、第2丁卯、筑波

【表7】明治17年12月31日の艦隊編制

艦隊編制 艦名
中艦隊 扶桑、金剛、比叡、筑紫、海門、天龍、

清輝、天城、磐城、春日、日進、第2
丁卯、孟春、龍驤

【表8】明治18年12月28日の艦隊編制

艦隊編制 艦名
常備小艦隊 扶桑、金剛、比叡、海門、筑紫、清輝、

磐城、孟春

【表9】明治22年7月24日の艦隊編制

艦隊編制 艦名

常備艦隊 浪速、高千穂、扶桑、高雄、葛城、大和

【表10】明治23年8月13日制定
「海軍艦船籍条例」

類別 役務

第1種 戦闘航海の役務に堪え得る軍艦

第2種 水雷艇

第3種 戦闘航海の役務に堪えざる軍艦

第4種 運送船、曳船、小蒸気船

第5種 倉庫船、荷船、雑船

【表11】明治26年末の常備艦隊編制

艦隊編制 艦名
常備艦隊 松島、厳島、千代田、浪速、高千穂、

高雄

【表12】明治27年7月31日、日清戦争開戦時の艦隊編制

艦隊 所属艦船

連合艦隊 常備艦隊 松島、厳島、橋立、千代田、吉野、浪速、高千穂、扶桑、秋津洲、比叡

通報艦：八重山

艦隊附属艦：磐城、愛宕、摩耶、鳥海、天城

艦隊附属船：山城丸、近江丸、

水雷母艦：筑紫

水雷艇：小鷹、第1、7、12、13、22、23号水雷艇

西海艦隊 金剛、天龍、大島、大和、葛城、高雄、赤城、武蔵

艦隊附属船：玄洋丸

軍港・要港警備 横須賀軍港 筑波、干珠、第1、2、3、4、15、20号水雷艇

呉軍港 鳳翔、館山、海門、第16、17号水雷艇

佐世保軍港 満珠、第8、9、14、18、19、21、22号水雷艇

竹敷要港 第5、6、10、11号水雷艇、西京丸、相模丸

◀明治8年にイギリスに発
注された「扶桑」はもと
もと装甲コルベットとい
う艦種であった。日清戦
争終結後に近代化改装を
実施し、二等戦艦として
生まれ変わっている。写
真はその時の姿。
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艦隊決戦といえる黄海海戦での勝利によ
り、戦争を有利に運ぶ結果となった。こ
の海戦において特筆されるのは【表13】
のように水雷艇を3隊に分けて運用した
ことで、これがのちの艦隊編制の形態に
つながっていく。
　日清戦争に勝利した日本海軍は明治
28年11月16日に西海艦隊を解隊、常備
艦隊のみの平時編制に移行した。その規
模、とくに主力艦の数は戦前の8隻体制
から12隻体制へと1.5倍に増大していた。
　また、威海衛の夜襲に見る水雷艇の活
躍は首脳部を大きく動かし、その建造数
も拡大、平時にはこれを軍港や要港の警
備に充てるという名目で、明治29年4月
1日付けで各鎮守府に「水雷団」を設置、
同日付けで施行された「海軍艦船条例」
の改定では艦船の本籍は鎮守府にあるこ
とが規定された。この頃の日本海軍の編
制は【表14】のようなものである。同時
に、明治23年に制定された艦船の類別
が【表15】のように改定された。

【表13】明治27年9月17日、黄海海戦時の陣容

兵力部署 艦船名

本隊 松島、厳島、橋立、扶桑、千代田、比叡、赤城、西京丸

第1遊撃隊 吉野、高千穂、秋津洲、浪速、

威海衛夜襲 第1艇隊 第13号水雷艇、小鷹、第23、12、7、11号水雷艇

水雷艇隊 第2艇隊 第22、8、9、14、19、18号水雷艇

第3艇隊 第6、5、10、21号水雷艇

【表17】明治31年3月21日改定
　　　「海軍艦船条例」で定められた艦種分類

艦種類別 等級 基準など

軍艦 戦艦 1等 10,000トン以上

2等 10,000トン未満

巡洋艦 1等 7,000トン以上

2等
7,000トン未満
3,500トン以上

3等 3500トン未満

海防艦 1等 7,000トン以上

2等
7,000トン未満
3,500トン以上

3等 3500トン未満

砲艦 1等 1,000トン以上

2等 1,000トン未満

通報艦

水雷母艦

水雷艇 駆逐艇

1等水雷艇 120トン以上

2等水雷艇
120トン未満
70トン以上

3等水雷艇
70トン未満
20トン以上

4等水雷艇 20トン未満

雑役船舟
【表16】明治30年12月20日の常備艦隊編制

艦隊 所属艦船

常備艦隊
富士、八島、鎮遠、厳島、松島、橋立、
秋津洲、須磨、摩耶、和泉、赤城、筑
紫

【表18】明治32年6月17日の
　　　　鎮守府艦隊編制

艦隊 所属艦船

横須賀鎮守府艦隊 橋立、武蔵、八重山

呉鎮守府艦隊 吉野、千代田、赤城

佐世保鎮守府艦隊 富士、須磨、鳥海、宮古、笠置

【表15】明治29年4月1日施行「海軍艦船条例」

類別 役務

第1種軍艦 戦闘の役務に堪えうる軍艦

第2種軍艦
戦闘の役務に堪えざるも、常務を帯び
航行しえる軍艦

水雷艇
魚形水雷使用の趣旨に従い、特殊の構
造を有し、戦闘の役務に堪えうる軍艦

雑役船舟
軍艦、水雷艇、及びこれに装置せる小
蒸気船、端艇を除く外、すべての船舶
舟艇

【表14】明治29年4月の陣容

艦隊 所属艦船
常備艦隊 橋立、厳島、千代田、和泉、高雄、愛宕、天龍、摩耶、大和、鳥海、海門、

操江
横須賀水雷団 第1水雷艇隊 小鷹、第1、3、5、14、18号水雷艇

第2水雷艇隊 第2、4、6、15、20、23号水雷艇

呉水雷団 第12、13、17、24、26号水雷艇

佐世保水雷団 第7、8、9、19、21、25号水雷艇

竹敷要港部 第10、11、12号水雷艇、福龍

※操江、福龍は戦利艦艇。
※5/2に済遠、10/21に鎮遠(いずれも戦利艦)が加わり、天龍、和泉削除。

【表19】明治36年12月28日の艦隊編制

艦隊 戦隊 所属艦船

連合艦隊 第1艦隊 第1戦隊 三笠、朝日、八島、敷島、

初瀬

第3戦隊 千歳、高砂、笠置、吉野

通報艦：龍田

第1駆逐隊 白雪、朝潮、霞、暁

第2駆逐隊 雷、朧、電、曙

第3駆逐隊 薄雲、東雲、漣

第１艇隊 第69、67、68、70号水雷艇

第14艇隊 千鳥、隼、真鶴、鵲

第2艦隊 第2戦隊 出雲、吾妻、浅間、八雲、常盤

磐手

第4戦隊 浪速、明石、高千穂、新高

通報艦：千早

第4駆逐隊 速鳥、春雨、村雨、朝霧

第5駆逐隊 陽炎、叢雲、夕霧、不知火

第9艇隊 蒼鷹、鴿、雁、燕

第20艇隊 第62、63、64、65号水雷艇

附属艦船部隊 豊橋
第1特務隊 春日丸、臺中丸、臺南丸、三池丸、神戸丸、山口丸、仁川丸、天

津丸、福岡丸、武州丸、報国丸、金州丸、武揚丸
第2特務隊 日光丸、香港丸、日本丸、江都丸、太郎丸、有明丸、彦山丸

第3艦隊 第5戦隊 厳島、鎮遠、橋立、松島

第6戦隊 和泉、須磨、秋津洲、千代田

第7戦隊 扶桑、平遠、海門、磐城、鳥海、愛宕、済遠、筑紫、摩耶、宇治

通報艦：宮古

第10艇隊 第43、42、40、41号水雷艇

第11艇隊 第73、72、74、75号水雷艇

第16艇隊 白鷹、第71、39、66号水雷艇

※表中の「戦隊」は便宜上のもので、艦隊編制上の正式なものではない。
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■日露戦争時の艦隊編制
　日清戦争後、ロシア、ドイツ、フラン
スによる三国干渉により中国での権益を
失った日本は、臥薪嘗胆を合言葉に艦隊
の整備に取りかかった。
　そして明治30年12月20日、イギリス
に発注された戦艦「富士」と「八島」が
艦隊編制に加わるとそれは一気に様変わ
りする。この2隻は日本海軍が手にした
初めての近代戦艦であった。この時の常
備艦隊の陣容は【表16】の通りであるが、
こうした動きを受けて明治31年3月21日
に「海軍艦船条例」の艦種の類別が【表
17】のように改定されている。日本海軍
がはじめて、保有する艦艇の「艦種」と
いうものを決めたのである。
　明治32年6月17日には「鎮守府艦隊条
例」の施行により第二線艦艇による鎮守
府艦隊が【表18】のように編成された。
明治33年6月22日には「艦艇類別標準」
が新たに制定され、それまで水雷艇の一
種として規定されていた「駆逐艇」が「駆
逐艦」となり、軍艦に分類されるように
なった。駆逐艇は味方艦隊を攻撃してく
る敵水雷艇を駆逐するためにできた艦種
で、やがてそれ自身が強力な水雷兵装を
持つ水上艦として整備されていった。
　明治35年9月1日、「六六艦隊」として
計画されていた戦艦6隻、装甲巡洋艦6
隻のうち最後となる戦艦「三笠」がイギ

リスで竣工して艦隊編制に名を連ねた。
　やがて明治36年12月28日、日本海軍
は「第1艦隊」「第2艦隊」「第3艦隊」の3個
艦隊編制となり、第1艦隊と第2艦隊を
もって「連合艦隊」を編成、常備艦隊の
名が消滅する。この時の陣容が【表19】
のようなもので、これにイタリアで建造
中だったアルゼンチン海軍向けの装甲巡
洋艦を買い取った「春日」「日進」が加わ
り、日露戦争を戦うこととなる。わずか
な間に六六艦隊を基幹として補助艦艇と
徴用商船で脇を固める強力な艦隊を作り
上げたことがうかがえ、翌年3月4日に
は第3艦隊も連合艦隊に編入された。
　明治38年5月27日にロシアバルチック
艦隊との日本海海戦で記録的な大勝利を
収め、その後の戦争の帰趨を決した日本
海軍は、艦隊決戦における勝利こそ、戦
争に勝利するための最大条件であると認
識するようになっていく。
　なお、日本海海戦直後の明治38年6月
15日に第4艦隊が編成され、第3艦隊と
ともに「北遣艦隊」を編成したが、戦争
終結とともに解隊されている。
　また、明治37年に日本海軍はアメリ
カのホランド型潜水艇を購入、横須賀工
廠で組み立てていたが、竣工は戦争終結
までに間に合わなかった。潜水艇はこの
当時、水雷艇の1種と分類されていた。

■ド級戦艦が加わる～第1次世界大戦～
　日露戦争終結後の明治38（1905）年
12月2日、第3艦隊は「南清艦隊」と改名
して再編され、翌明治39年には海軍兵
学校を卒業した少尉候補生たちを乗せる

「練習艦隊」が初めて編成された。
　明治40年12月24日には艦隊編制を戦
時から平時に切り替えるべく【表20】の
ような「平時編制標準」を制定、南清艦
隊が再び「第3艦隊」となり、明治41年1
月1日には【表21】の艦隊編制となった。
常設の連合艦隊はなく、海軍大演習の際
に臨時に編成されることとなる。
　日露戦争の勝利により勢いづいた日本
海軍は、明治39年以降、「香取」「鹿島」「筑
波」「生駒」「伊吹」「薩摩」「鞍馬」「安藝」

「河内」「攝津」と新世代型の戦艦や装甲
巡洋艦を次々と竣工させていく。「薩摩」
以降は国内建造された大型艦だ。
　こうした状況から大正元年（明治45
年）8月28日、「艦艇類別標準」を改め、
艦種を【表22】のように定めた。すでに
戦艦の等級は明治38年に廃止されてお
り、新たに巡洋戦艦を設け、巡洋艦、海
防艦については3等を廃止。3等海防艦
の一部を砲艦に編入している。各艦の通
信設備の向上により通報艦が廃止され、
その一部は砲艦となった。
　さらに大正3年7月10日に「艦隊平時
編制」が改定され、編制が【表23】のよ

【表22】大正元年8月28日改定
　　　「艦艇類別標準」で定められた艦種分類

【表23】大正3年7月10日改定、12月1日施行
「艦隊平時編制」で定められた編成と任務

艦種類別

軍艦 戦艦 主力艦

巡洋戦艦
戦艦の砲力と巡洋艦の速
力を有するもの

巡洋艦 1等 排水量7000トン以上、
装甲巡洋艦など

2等 排水量7000トン未満、
防護巡洋艦など

海防艦 1等 老朽戦艦や戦利戦艦を編
入

2等 旧式海防艦、旧大型通報
艦など

砲艦 1等 旧小型通報艦など

2等

水雷母艦

駆逐艦 1等 排水量1000トン以上

2等 排水量1000トン未満
3等 排水量300トン程度の旧

式艦
水雷艇 1等 鳥の名がついた水雷艇

2等 番号の名がついた水雷艇

潜水艇

艦隊 戦隊 構成艦艇

第1艦隊 第１戦隊 戦艦、巡洋戦艦８隻

第３戦隊 巡洋艦４隻

第1水雷戦隊 巡洋艦1隻、駆逐隊4隊

第3水雷戦隊 巡洋艦1隻、駆逐隊6隊

第2艦隊 第2戦隊 戦艦、巡洋戦艦８隻

第4戦隊 巡洋艦４隻

第2水雷戦隊 巡洋艦1隻
第4水雷戦隊 巡洋艦又は海防艦1隻、潜

水隊2隊
第3艦隊 巡洋艦、海防艦、砲艦8隻

練習艦隊 巡洋艦4隻

【表21】明治41年1月1日の艦隊編制

第1艦隊 香取、鹿島、生駒、筑波(戦艦)

春日、日進(一等巡洋艦)

第1、7、9、14駆逐隊
第2艦隊 吾妻、最上、秋津洲、八重山(一等巡洋

艦、海防艦)
第11艇隊(7月より)

第3艦隊 音羽、明石(ニ等巡洋艦)

宇治、隅田、伏見(砲艦)

練習艦隊 宗谷、阿蘇(戦利巡洋艦)

【表20】明治40年12月24日制定
　　　　「平時編制標準」

第1艦隊 戦艦、一等巡洋艦8隻以内。二等、
三等巡洋艦、通報艦2隻以内で編成

第2艦隊 巡洋艦、海防艦、通報艦6隻以内
で編成

第3艦隊 巡洋艦、通報艦、砲艦7隻以内で
編成

練習艦隊 巡洋艦3隻以内で編成

※各艦隊に必要に応じて駆逐隊を附属。
※各鎮守府に予備艦隊を置く。
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うに定められた。じつは戦隊や水雷戦隊
という言葉が初めて規定されたのがこの
時のことである。翌大正4年には第1戦
隊と第2戦隊に規定されている戦艦、巡
洋戦艦8隻、計16隻は4隻ずつに分けら
れ、第5、第6戦隊が編成されるように
なった。ここに、太平洋戦争開戦時にお
ける艦隊編制の基礎ができた。
　やがて大正3年8月、ヨーロッパで第1
次世界大戦の戦端が開かれた当時の艦隊
編制は【表24】のようなものであった。
第1艦隊に新鋭の弩級戦艦や巡洋戦艦を
集中させ、第2艦隊は旧式戦艦や旧式装
甲巡洋艦で構成されているのがわかる。
この戦争で連合国兵力の一翼を担った日
本海軍は、太平洋作戦部隊として「第1
南遣支隊」「第2南遣支隊」「遣米支隊」を
編成、ほかにハワイ方面警備に「浅間」
と「常磐」を交代で派遣、印度洋、豪州
方面作戦部隊として「特別南遣支隊」「第
1特務艦隊」「第3特務艦隊」を編成、また、

「第2特務艦隊」を編成して地中海方面作
戦に派遣し、ウラジオストック方面には

「浦塩斯徳警備派遣艦隊」を編成して配
備した。

■軍縮時代到来～複雑化する艦隊編制～
　第1次世界大戦が終結したとき、日本
海軍はイギリス、アメリカに次ぐ世界第
3位の海軍国にまで上り詰めていた。こ
の成長に対して、とくにアメリカはアジ
アの権益を独占されるのではないかと懸
念し、日英同盟を破棄させるなどイギリ
スとのひきはがしを図り、日本を常に牽
制するようになっていく。
　大正12（1923）年にワシントンで、
アメリカ、イギリス、日本、フランス、
イタリアの5 ヶ国による海軍軍縮会議が
開催された背景にはそういった一面もあ
ったのである。主力艦の定義が基準排水
量1万トン以上、口径8インチ（20.3ｃｍ）
を超える砲を搭載し、航空母艦ではない

もの、また航空母艦は基準排水量1万ト
ンを超え、航空機を搭載することを目的
とするものと規定したのがこの時であ
る。これによりアメリカ、イギリス、日
本の三大海軍国の主力艦の保有率を5：
5：3と規定するワシントン軍縮条約が締
結され、いずれもその保有量の4割を廃
棄することとなる。り、これで「安藝」「薩
摩」のほか、日露戦争における戦利戦艦
が廃艦となり、「攝津」は標的艦へ改装、
建造途中であった戦艦「土佐」「加賀」、
巡洋戦艦「天城」「赤城」の建造中止とな
ったが、その実態は旧式艦の廃棄にとど
まるものであった。やや横道にそれるが、
主力艦の増減は艦隊編制と密接な関係に
あるので、【表25】で各艦の処遇につい
てを整理しておく。
　ワシントン条約締結後の艦隊編制の主
なものは【表26】のようになっていた。

「第2戦隊」や「第3艦隊」「第2遣外艦隊」
は名目上のみ、当分の間、兵力はない状

【表24】大正3年8月、第1次世界大戦時の艦隊編制

編制 所属艦船 艦種

第1艦隊 第1戦隊 攝津、安藝、薩摩 戦艦

第3戦隊 金剛、比叡、鞍馬、筑波 巡洋戦艦

第5戦隊 矢矧、平戸、新高、笠置 2等巡洋艦

第1水雷戦隊 音羽 2等巡洋艦

第1駆逐隊 有明、吹雪、霰、弥生 1等駆逐艦

第2駆逐隊 神風、初霜、如月、響 1等駆逐艦

第16駆逐隊 海風、山風 1等駆逐艦

第17駆逐隊 櫻、橘 2等駆逐艦

第2艦隊 第2戦隊 周防、石見、丹後、沖島、鬼島 海防艦

第4戦隊 磐手、常盤、八雲 1等巡洋艦

第6戦隊 千歳、千代田、秋津洲 2等巡洋艦

第2水雷戦隊 利根 2等巡洋艦

第9駆逐隊 野分、白雪、白妙、松風 1等駆逐艦

第12駆逐隊 浦波、綾波、磯波、朝霧 1等駆逐艦

第13駆逐隊 朝潮、白雲、陽炎、村雨 1等駆逐艦

第8駆逐隊 白露、三日月、夕立、夕暮 1等駆逐艦

第5駆逐隊 潮、子ノ日、若葉、朝風 1等駆逐艦

高千穂、松江、熊野丸 特務艦

掃海隊 甲掃海隊

乙掃海隊

若宮 航空母艦

附属特務部隊 関東 工作船

八幡丸 病院船

旅順要港部部隊 明石 2等巡洋艦

第9艇隊 水雷艇

第11艇隊 水雷艇

第12艇隊 水雷艇

第3艦隊 対馬、最上、淀、宇治、隅田、伏見、鳥羽、嵯峨 砲艦

春日、日進(8/24編入) 1等巡洋艦

練習艦隊 阿蘇、宗谷

※若宮は航空母艦とあるが、この艦種が正式にできるのは大正9年である。

【表25】ワシントン条約での日本主力艦の処遇

艦種 艦名

既
成
艦

戦艦 攝津 軍艦籍から除き標的艦に改造

安藝 除籍のうえ廃艦(標的処分)

薩摩

巡洋戦艦 伊吹 除籍廃棄

鞍馬

生駒

海防艦 三笠 除籍のうえ記念艦として保存

富士 軍艦籍から除き練習特務艦へ

朝日

敷島

肥前 除籍廃棄

周防

石見

未
成
艦

戦艦 加賀 建造取止め。空母改装(※)

土佐 建造取止め(標的処分)

紀伊 建造取止め

尾張

第11号

第12号

巡洋戦艦 天城 建造取止め、空母改装(※)

赤城 建造取止め、空母改装

愛宕 建造取止め

高雄

第8号 (※)

第9号

第10号

第11号

航空母艦 翔鶴 建造取止め

他1隻

※�天城は関東大震災で損傷。その代艦として加賀が空母
となった。
※�8号巡洋戦艦は、13号戦艦(八八艦隊での番号)とも称
される。
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況で、竣工したばかりの軽巡洋艦「球磨」
などによる「第3戦隊」や「第5戦隊」が
編成された。
　この、第1戦隊最新鋭戦艦、第3戦隊
5500トン型軽巡洋艦という構成はその
後も続き、大正15年度には新偵察型巡
洋艦（まだ重巡洋艦というカテゴリーは
ない）である「古鷹」「加古」が竣工して
第2艦隊第5戦隊に編入、昭和2年度には

「青葉」「衣笠」がここへ加わり、「球磨」
「多摩」と第9駆逐隊により「第2遣外艦
隊」が編成された。昭和3年度には「第1
航空戦隊」が初めて艦隊編制に登場、「鳳
翔」と、ワシントン軍縮会議により空母
へ改装された「赤城」、第6駆逐隊がここ
へ名を連ねている。
　ワシントン軍縮条約は結果的に制限の
対象とならなかった補助艦艇の建艦競争
を助長させることとなった。
　昭和2（1927）年6月に開催されたジ
ュネーブ会議はアメリカ、イギリス、日
本の3 ヶ国で補助艦艇の制限を目指すも
のであったが成立せず、昭和5年1月か
ら4月に開催されたロンドン会議により
ロンドン軍縮条約が締結された。
　このロンドン条約で初めて、それまで
それぞれの国でまちまちであった「巡洋

艦」という艦種の世界的標準が定められ
ている。その定義は主力艦（戦艦、巡洋
戦艦）あるいは航空母艦以外の水上艦艇
で、基準排水量1850トンを超え （だか
らこれ以下は駆逐艦となる。上限はワシ
ントン会議で主力艦の規定とされた1万
トン未満となる）、排水量にかかわらず、
このうち口径6.1インチ（15.5ｃｍ）を超
える砲を持つものを重巡洋艦（クルーザ
ー A、あるいは甲巡洋艦）、それ以下の
ものを軽巡洋艦（クルーザー B、乙巡洋
艦）とされた。航空母艦、駆逐艦、潜水
艦の保有量も制限され、アメリカは3隻、
イギリスは5隻、日本は1隻の戦艦をさ
らに廃棄する、ただし各国はうち1隻を
練習戦艦に充てることができるとして

「比叡」が練習戦艦となった。
　このロンドン条約は、6.1インチ未満
の砲を搭載する乙巡洋艦として建造し、

条約失効後に8インチ砲に換装する最上
型軽巡洋艦の出現、あるいは両条約の制
限外となる特務艦として建造し、有事の
際に航空母艦へと改装する千歳型水上機
母艦や剣埼型給油艦、潜水母艦「大鯨」
など、日本海軍独自の艦種や建艦方法が
編み出される土壌となった。

■連合艦隊の常設化～戦時編制への移行～
　昭和6（1931）年に満州事変が勃発し、
翌7年に第1次上海事変が起こると、日
本海軍は大陸方面の戦いを担当する「第
3艦隊」を編成、昭和8年5月20日には「平
時編制標準」が改定され、大演習のとき
のみに編成していた「連合艦隊」を常設
化した。これをして戦時編制への移行
がじょじょに始まったということがで
きる。なお、これにより従来「第1艦隊
司令長官兼連合艦隊司令長官」とされて

バックレイ級護衛駆逐艦
【表26】大正11年度の艦隊編制

編制 所属艦船

第1艦隊 第1戦隊 長門、陸奥、伊勢、日向

第2戦隊 (未編成)

第3戦隊 球磨、多摩、大井

第1水雷戦隊 龍田

第25駆逐隊

第26駆逐隊

第27駆逐隊

第28駆逐隊

第1水雷戦隊 筑摩、満州

第4潜水隊

第5潜水隊

第6潜水隊

第2艦隊 第4戦隊 金剛、比叡、霧島

第5戦隊 名取、長良、鬼怒

第2水雷戦隊 北上

第1駆逐隊

第3駆逐隊

第1水雷戦隊 矢矧、韓崎

第14潜水隊

第16潜水隊

第3艦隊 (未編成)

第1遣外艦隊 対馬、安宅、嵯峨、鳥羽、伏見、隅田

第2遣外艦隊 (未編成)

練習艦隊 浅間、磐手、出雲

▲新偵察型巡洋艦として建造された古鷹型は、ロンドン条約の規定により重巡洋艦として
カテゴライズされるようになった。写真は2番艦「加古」の新造時の姿。

▲千歳型水上機母艦は特務艦の枠で建造された。有事の際には甲標的母艦あるいは航空母
艦となる。こうした抜け道もロンドン条約の影響によるもの。写真は3番艦の「瑞穂」。

▲八八艦隊計画で建造されていた巡洋戦艦「赤城」は航空母艦に改造されることで存続した。
写真は世界でも珍しい３段空母として改装されたばかりの頃の「赤城」。
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いた肩書が「連合艦隊司令長官兼第1艦
隊司令長官」と称されるようになってい
る。これを受けた昭和9年の艦隊編制は

【表27】のようなものである。潜水戦隊
や航空戦隊が各艦隊に編入されていたま
まであるほかは、すでに第1艦隊戦艦部
隊、第2艦隊重巡部隊とする太平洋戦争
時と同じような構成となっていた。
　昭和12年7月7日に盧溝橋事件が勃発
すると戦火は中国全土に拡大、決戦部隊
であった第2艦隊が平時編制のまま北支
方面に派遣され、中支、南支方面は第3
艦隊が担当することとなった。同年7月

には「第4艦隊」が編成され、これを合
わせて「支那方面艦隊」が設置された。
これが日露戦争以来途絶えていた、第4
艦隊の復活である。さらに昭和13年2月
1日には第5艦隊が新編されて支那方面
艦隊へ加えられた。
　これらの艦隊は翌昭和14年11月15日
に第1、第3、第2遣支艦隊と改編されて
消滅するが、同日付けで別の第4艦隊が
内南洋防衛を目的として新編されている

（このあたりの経緯については19ページ
のコラムを参照されたい）。
　次いで昭和13年12月15日には長らく

●第4艦隊事件ってありましたよね？

　本文を読んで「そういえば第4艦隊事件ってあったよな。
あの第4艦隊はなんだったの？」と疑問に思われたあなたは
かなりの海軍通。この事件は昭和10（1935）年9月26日に岩
手県東方沖で台風と遭遇した第4艦隊の艦艇が艦首切断や上
部構造物圧壊などの大きな損傷を負った（沈没艦はなかった
が、殉職者多数）もの。
　じつはこの時の第4艦隊は演習の際に敵の艦隊を演じる臨
時編成のもの。大演習の際に編成され、演習終了と同時に解
隊され、所属艦艇は艦隊編成上の所属へ戻っていった。

空席になっていた第1艦隊第3戦隊に戦
艦「金剛」「榛名」が編入され、第1航空
戦隊に「赤城」が、第2航空戦隊に「蒼龍」

「龍驤」が編入された。それまで第1艦隊
と第2艦隊には1個水雷戦隊が編入され
ていたが、これを2個水雷戦隊ずつに拡
充したのがやはりこの頃のことである。
　その後、段階的に【表28】のような編
制の改定を行ない、太平洋戦争の開戦を
迎えることとなる。

（吉野）

【表28】昭和14年以降の主な艦隊編制の改定

年.月.日
S14.11.15 第3、第4、第5艦隊を第1、第3、第2遣支艦隊に改編

内南洋防衛の第4艦隊を別に編成
S15.11.15 第6艦隊新設（第1、2、3潜水戦隊で編成）

S16.01.15 第11航空艦隊新設（第21、22、24航空戦隊で編成）

S16.04.10 第1航空艦隊新設（第1、2、4航空戦隊で編成）

第3艦隊新設

S16.05.01 第6潜水戦隊新設（第3艦隊に編入）

S16.07.25 第5艦隊新設

S16.07.31 南遣艦隊新設（大本営直轄）

S16.08.11 第4根拠地隊新設（第4艦隊編入）

S16.09.01 昭和16年度戦時編制を実施

【表27】昭和9年の艦隊編制

編制 所属艦船

第1艦隊 第1戦隊 山城、扶桑、伊勢、榛名

第2戦隊 (未編成)

第8戦隊 長良、五十鈴、名取

第1水雷戦隊 阿武隈

第22駆逐隊 文月、皐月、長月、水無月

第21駆逐隊 初霜、子ノ日、初春、若葉

第29駆逐隊 疾風、夕凪、朝風、追風

第1潜水戦隊 多摩

第7潜水隊 伊1、伊2、伊3

第1航空戦隊 龍驤、鳳翔

第5駆逐隊 松風、春風、朝風、旗風

間宮、鳴戸

第26駆逐隊 柿、楡

第2艦隊 第4戦隊 摩耶、鳥海、愛宕、高雄

第6戦隊 青葉、衣笠、古鷹

第2水雷戦隊 神通

第6駆逐隊 雷、電、響

第10駆逐隊 狭霧、漣、暁、

第19駆逐隊 浦波、敷波、綾波

第20駆逐隊 東雲、吹雪、磯波

第2潜水戦隊 由良

第18潜水隊 伊53、伊54、伊55

第28潜水隊 伊59、伊60、伊63

第29潜水隊 伊61、伊62、伊64

第2航空戦隊 赤城

第9駆逐隊 有明、夕暮、

附属 鶴見、東亜丸　

第3艦隊 第10戦隊 球磨、出雲
第11戦隊 対馬、安宅、宇治、鳥羽、勢多、堅田、

比良、保津、熱海、二見、嵯峨
浦風、栗、栂

第5水雷戦隊 龍田

第16駆逐隊

第28駆逐隊 蓼、蓮、蓬

練習艦隊 磐手、浅間

▲第4艦隊事件は大演習中に台風に遭遇して発生したもの。この時
の第4艦隊は演習で赤軍（敵艦隊）を務める臨時編成のものだった。
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●鎮守府ってなんだろう

　日本海軍の「艦隊」は、国政と密接に
連動する「海軍省」「軍令部」といった中
央機関と、鎮守府並びにそれに属する軍
港や諸施設と連携してこそ存在できるも
のであった。そのうちの鎮守府のなりた
ちと役割について見ておこう。

■こうして4鎮守府体制になった！
　日本が近代国家としての体裁を整えつ
つあった明治4（1871）年7月28日、兵
部省内に「海軍提督府」が設置された。
当時の日本海軍は徳川幕府から接収、ま
たは各藩から献上された艦船で構成され
ており、専用の軍港はなく、だいたい品
川沖や浦賀沖に停泊するのが習わしとな
っていた。これを管理し、付近諸港の防
備を統括させようという動きである。
　明治5年に兵部省が「陸軍省」と「海軍
省」に分かれると、明治7年には勝安房（勝
海舟）らが太政大臣に鹿児島、対馬、相
模大津村への提督府の設置を上申、明治
8年12月にはこの名を「鎮守府」と改め、

「東海鎮守府」を横須賀に、「西海鎮守府」
を長崎に設置する上請がされた。
　明治9年8月31日、太政大臣から両鎮守
府の設置が令達されると、9月14日、横
浜にまず東海鎮守府が仮設され、明治17
年12月15日にこれが横須賀に移転し「横
須賀鎮守府」と改称された。
　一方で西海鎮守府はなかなか設置され
ず、明治14年に千田貞暁広島県令（薩摩
藩出身。海兵40期の千田貞敏中将の実父）
が「広島県三原港に設置してはどうか？」
と上申したのをきっかけに、明治17年に
呉港が適当との結論がなされる。
　やがて明治19年4月22日に「海軍条例」
と「鎮守府官制」が制定されると日本近
海を5つの海軍区に分け、その防衛を司
る鎮守府を置くことが規定され、5月4日
には第2海軍区を呉鎮守府、第3海軍区に
佐世保鎮守府として開設準備に入り、明
治22年7月1日に両鎮守府が開庁した。
　同年2月には第5海軍区の鎮守府を室蘭
に置くものと予定されていたが、設置さ
れることはなく、明治34年10月1日に舞

鶴鎮守府が開庁、明治36年には海軍区は
4つに改められた。
　これが我々のよく知る横須賀、呉、佐
世保、舞鶴の体制である。
　明治38年2月7日には占領したばかりの
旅順に旅順鎮守府が開庁、大正3年3月13
日に廃止され旅順要港部となった。
　明治44年1月1日には4つとされていた
海軍区が再び5つに変更され、佐世保鎮
守府所管として鎮海軍港が設置された。
　しかし、第1次世界大戦終了後の大正
11年2月にワシントン軍縮条約が締結さ
れた影響で海軍区は3つとなり、舞鶴鎮
守府は要港部へ縮小された。
　やがて無条約時代が到来、昭和14年に
舞鶴要港部を再び鎮守府と格上げし、再
び4鎮守府体制となって太平洋戦争開戦
を迎えたのである。

■鎮守府のやくわり
　鎮守府の業務は海軍工廠を含む所轄の
軍港の運営、担当管区の警備と防衛、そ
して下士官兵の教育と管理の3つである。
　海軍工廠が設置されたのは明治36年
と、じつは鎮守府の歴史から見て非常に
浅いのだが、その源流は幕末に建造が開
始され、明治5年の海軍省設置とともに
創設された「横須賀造船所営繕掛」に求
めることができる。これが明治19年4月
24日に「横須賀鎮守府造船部」となり、
明治22年に呉鎮守府、佐世保鎮守府が開
庁するとそれぞれに造船部が設置され、
明治30年9月3日、「横須賀海軍造船廠（呉、
佐世保も同様。舞鶴造船廠は明治34年の
鎮守府開庁と同時に設置）」となり、明治
36年11月10日に「横須賀海軍工廠（呉、
佐世保、舞鶴も同様）」となった。
　日露戦争直後から大型艦艇の建造もこ
の海軍工廠で試みられるようになり、舞
鶴工廠は規模の関係もあって駆逐艦の建
造に注力するようになっていった。
　各鎮守府には造船用のドックと既存艦
の整備を行なうドックの2種類が備わっ
ていることとなる。
　ふたつ目の軍港や軍管区の警備につい

ては明治29年4月1日に水雷団が設置され
たのを皮切りに水雷隊、防備隊と発展し
た。防備隊は鎮守府所管海面の防御を司
るもので、下士官兵からなる特修兵の教
育も担当した。
　昭和8（1933）年には艦隊編制に加わ
らない艦艇により「警備戦隊」が編成さ
れて鎮守府に隷属することとなる。さら
に昭和9年12月16日には、各鎮守府に防
備隊の上部組織となる「防備戦隊」が設
けられた（附近海面の掃海を主任務とす
る）。
　3つ目の下士官兵の教育と管理はその
隷下にある海兵団や術科学校の運営であ
る。陸軍に比べて日本海軍の水兵の多く
は志願兵で成り立っており、やがてプロ
フェッショナルというべき下士官へ育っ
ていくが、彼らは最初に、出身県によっ
て4つの鎮守府が管轄する海兵団のうち
いずれかに入団し、軍隊内での戸籍とも
いうべき「兵籍」を付与され、それを鎮
守府が管理するようになっていた。彼の
配属される艦艇は自分の兵籍と同じ鎮守
府に「艦籍」を持つものとなっている。
　彼ら下士官兵を管理、あるいは一般か
ら補充し、各艦艇へ人事異動させるのも
鎮守府の大事な仕事であった。　

鎮守府

海軍病院

海軍燃料廠（呉のみ） 

海軍航空廠（横須賀のみ）

海軍工廠

海軍艦船部

海軍軍需部

海軍人事部

海軍通信隊

海軍砲術学校（横須賀のみ） 

海軍水雷学校（横須賀のみ）

海軍航海学校（横須賀のみ）

海軍通信学校（横須賀のみ）

海軍潜水学校（呉のみ）

海軍工機学校（横須賀のみ）

海軍航空隊

防備隊

海兵団

海軍港務部 

海軍刑務所

鎮守府軍法会議

根拠地隊
横須賀
佐世保

防備戦隊

警備戦隊

｛

鎮守府の組織図
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00.

001 太平洋漸減作戦からの転換期の形態

昭和16年1月15日の艦隊編制

〈艦隊〉 〈戦隊〉 〈隊〉 〈艦艇・航空隊〉 〈特設艦艇・特設航空隊・陸上兵力〉〈指揮官〉

連合艦隊直率 連合艦隊司令長官

第17戦隊 厳島、八重山 第17戦隊司令官

第4潜水戦隊 北上 第4潜水戦隊司令官

第18潜水隊 伊53、伊54、伊55

第19潜水隊 伊56、伊57、伊58 

第21潜水隊 呂33、呂34

第5潜水戦隊 由良 第5潜水戦隊司令官

第28潜水隊 伊59、伊60 

第29潜水隊 伊62、伊62、伊64

第30潜水隊 伊65、伊66

第6航空戦隊 野登呂 神川丸 第6航空戦隊司令官

附属 千代田、矢風、摂津、明石、朝日、
室戸

朝日丸、靖国丸、りおでじゃねろ丸

補給部隊 運送艦 間宮、鶴見、佐多、鳴戸、知床 旭東丸、総洋丸
第1艦隊 第1艦隊司令長官（連合艦

隊司令長官兼務）
第1戦隊 長門、陸奥 第1戦隊司令長官直率

第2戦隊 伊勢、日向 第2戦隊司令官

第3戦隊 霧島、比叡 第3戦隊司令官

第6戦隊 青葉、加古、古鷹 第6戦隊司令官

第1水雷戦隊 阿武隈 第1水雷戦隊司令官

第6駆逐隊 響、暁 

第7駆逐隊 曙、潮、漣、朧

第21駆逐隊 初春、子ノ日、初霜、若葉

第27駆逐隊 有明、夕暮、時雨、白露 

第3水雷戦隊 川内 第3水雷戦隊司令官

第11駆逐隊 吹雪、初雪、白雪

第12駆逐隊 白雲、叢雲、東雲

第19駆逐隊 磯波、浦波、敷波、綾波

第20駆逐隊 天霧、朝霧、夕霧、狭霧

第3航空戦隊 鳳翔、龍驤 第3航空戦隊司令官

第34駆逐隊 羽風、秋風、太刀風、夕風

第7航空戦隊 瑞穂、千歳 第7航空戦隊司令官

第2艦隊 第2艦隊司令長官

第4戦隊 高雄、愛宕、摩耶、鳥海 第2艦隊司令長官直率

第5戦隊 那智、羽黒 第5戦隊司令官

第7戦隊 最上、三隈、鈴谷、熊野 第7戦隊司令官

第8戦隊 利根、筑摩 第8戦隊司令官

第2水雷戦隊 神通 第2水雷戦隊司令官

第8駆逐隊 荒潮、満潮、朝潮、大潮

第15駆逐隊 黒潮、親潮、早潮、夏潮 

第16駆逐隊 初風、雪風、時津風、天津風

第18駆逐隊 霞、霰、陽炎、不知火

第4水雷戦隊 那珂 第4水雷戦隊司令官

第2駆逐隊 村雨、五月雨、春雨、夕立

第9駆逐隊 朝雲、峯雲、夏雲、山雲

第24駆逐隊 海風、山風、江風、涼風 

第1航空戦隊 加賀 第1航空戦隊司令官

第3駆逐隊 汐風、帆風 

第2航空戦隊 蒼龍、飛龍 第2航空戦隊司令官

第23駆逐隊 菊月、夕月、卯月 
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第1根拠地隊 白鷹、蒼鷹、初鷹 いくしま丸、妙高丸、君島丸、白山丸

第1砲艦隊
第11、51、52駆潜隊
第1防備隊
第1通信隊
第1港務部

第1根拠地隊司令官

第1掃海隊

第21掃海隊 第7、8、9、10、11、12号掃海艇

第1駆潜隊 第1、2、3号駆潜艇
第2根拠地隊 射水丸、新興丸、日祐丸、須磨の浦

丸、西安丸、乾隆丸、筥崎丸
第2、3砲艦隊
第3、4掃海隊
第53駆潜隊
第2防備隊
第2通信隊
第2港務部

第2根拠地隊司令官

第21駆潜隊 第16、17、18号駆潜艇

第31駆潜隊 第4、5、6、10、11、12号駆潜艇

第4艦隊 第4艦隊司令長官

第18戦隊 天龍、龍田、鹿島 第4艦隊司令長官直率

第19戦隊 沖島、常磐 第19戦隊司令官

第6水雷戦隊 夕張 第6水雷戦隊司令官

第29駆逐隊 追風、疾風、朝凪、夕凪

第30駆逐隊 睦月、弥生、望月、如月

第7潜水戦隊 迅鯨 第7潜水戦隊司令官

第26潜水隊 呂60、呂61、呂62

第27潜水隊 呂65、呂66、呂67

第33潜水隊 呂63、呂64、呂68 
第3根拠地隊 福山丸

第4砲艦隊
第13掃海隊
第55駆潜隊
第3防備隊
第3通信隊
第7航空隊（※1）

第3根拠地隊司令官

第5根拠地隊 勝泳丸、日海丸、弘玉丸
第56駆潜隊
第4、5防備隊
第4通信隊
第5通信隊
第8航空隊

第5根拠地隊司令官

第6根拠地隊 第8砲艦隊
第16掃海隊
第62駆潜隊
第6防備隊
第6通信隊
第19航空隊

第6根拠地隊司令官

第6艦隊 第6艦隊司令長官

第1潜水戦隊 香取、伊20、大鯨 第6艦隊司令長官直率

第1潜水隊 伊15、伊16

第2潜水戦隊 長鯨、伊7 第2潜水戦隊司令官

第7潜水隊 伊1、伊2、伊3

第8潜水隊 伊4、伊5、伊6

第3潜水戦隊 五十鈴、伊8 第3潜水戦隊司令官

第11潜水隊 伊74、伊75 

第12潜水隊 伊68、伊69、伊70

第20潜水隊 伊71、伊72、伊73

第11航空艦隊 第11航空艦隊司令長官
第21航空戦隊 高雄航空隊、鹿屋航空隊、東港航空

隊
葛城丸、小牧丸 第11航空艦隊司令長官直率

第22航空戦隊 美幌航空隊、元山航空隊 富士川丸 第22航空戦隊司令官

第24航空戦隊 神威
千歳航空隊、横浜航空隊

五洲丸 第24航空戦隊司令官

附属 峯風、沖風

支那 支那方面艦隊司令長官

方面 附属 出雲 牟婁丸、白沙、第36共同丸

艦隊 上海特別陸戦隊
上海方面根拠地隊 栗、蓮、栂 日本海丸

第13、14砲艦隊
第1、2砲艇隊
上海港務部

舟山島基地隊

南京基地隊

第11水雷隊 雉、雁、鳩、鷲
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